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「
核
兵
器
の
保
有

は
意
外
に
安
価
で
は

な
い
か
」
―
―
こ
う

し
た
言
説
が
一
部
で

語
ら
れ
て
い
る
。
医

療
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
こ
の
考

え
方
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
▼
仮
に
日
本
が
核
武
装
を
進
め

た
場
合
、
初
期
費
用
だ
け
で
も
30

兆
円
規
模
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
輸
送
手
段
と
し
て
の
Ｉ
Ｃ

Ｂ
Ｍ
（
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
）

や
原
子
力
潜
水
艦
、
爆
撃
機
の
整

備
・
維
持
に
、
年
間
数
兆
円
単
位

の
経
費
が
必
要
と
な
る
。
結
果
と

し
て
社
会
保
障
は
圧
迫
さ
れ
「
国

民
の
貯
金
が
弾
丸
に
変
わ
る
」

「
戦
争
に
備
え
て
耐
え
よ
」
と
い

う
時
代
錯
誤
の
精
神
が
再
び
持
ち

出
さ
れ
か
ね
な
い
▼
さ
ら
に
国
際

法
と
の
整
合
性
、
周
辺
諸
国
と
の

緊
張
、
物
資
供
給
網
へ
の
影
響
な

ど
、
核
保
有
に
よ
る
国
際
的
孤
立

や
経
済
制
裁
に
よ
る
打
撃
は
計
り

知
れ
な
い
。
米
国
が
日
本
の
「
真

の
独
立
」
を
容
認
す
る
可
能
性
も

極
め
て
低
い
▼
そ
も
そ
も
、
医
療

倫
理
は
い
か
な
る
状
況
に
お
い
て

も
人
命
を
最
優
先
に
考
え
る
こ
と

を
求
め
て
お
り
、
核
兵
器
を
「
財

政
的
に
安
価
か
否
か
」
で
語
る
こ

と
自
体
が
、
そ
の
理
念
を
損
な
う

行
為
で
あ
る
。
核
兵
器
は
決
し
て

単
な
る
軍
事
的
選
択
肢
の
一
つ
で

は
な
い
。
そ
れ
は
人
命
と
健
康
、

そ
し
て
社
会
そ
の
も
の
を
瞬
時

に
、
し
か
も
永
続
的
に
破
壊
す
る

も
の
だ
。
予
防
も
治
療
も
不
可
能

な
壊
滅
的
破
壊
を
も
た
ら
す
核
兵

器
と
い
う
存
在
は
、
命
を
守
る
医

療
者
の
使
命
と
根
本
的
に
矛
盾
す

る
。
広
島
・
長
崎
の
被
爆
者
が
今

な
お
抱
え
る
健
康
被
害
や
放
射
線

に
よ
る
遺
伝
的
影
響
は
、
単
な
る

数
字
で
は
到
底
表
し
き
れ
な
い
現

実
で
あ
る
▼
命
を
守
る
責
務
を
担

う
者
と
し
て
、
私
た
ち
は
常
に

「
人
の
命
」
と
い
う
原
点
に
立
ち

返
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
空
）
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医
師
医
師
・・
歯
科
医
師
署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

歯
科
医
師
署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

秋の共済制度募集秋の共済制度募集
好評受付中好評受付中!!!!

地
域
の
医
療
機
関
守
る
た
め

地
域
の
医
療
機
関
守
る
た
め

10
月
か
ら
秋
の
組
織
強
化
月
間

ラジオ関西番組
今年は日曜日夜19：15～放送！

兵庫県保険医協会の兵庫県保険医協会の聴く医療聴く医療
スタート！スタート！

お
知
り
合
い
の
先
生
に
入
会
を
お
勧
め
く
だ
さ
い

組
織
部
長　
　

宮
武　

博
明

診
療
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
求
め
る

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
届
け
し
た
署
名
用
紙
。
別
途
、
月
刊
保
団
連
10
月
号
に
も
同
封
し
て
お
届
け
予
定
で
す

　

来
春
の
２
０
２
６
年
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
て
、
協
会
は
医
師
・

歯
科
医
師
署
名
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
め
た
。
長
ら
く
続
く
政
府
の

低
医
療
費
政
策
に
加
え
、
こ
の
間
の
物
価
高
騰
で
多
く
の
医
療
機
関

の
経
営
が
悪
化
し
て
い
る
現
状
を
打
開
す
る
た
め
に
、
な
ん
と
し
て

も
次
期
診
療
報
酬
改
定
で
大
幅
プ
ラ
ス
改
定
が
必
要
と
な
る
。

「
喘
息
・
胃
炎
」も

生
活
習
慣
病
管
理
料
へ
？

　

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ
る

と
、
２
０
２
５
年
上
半
期
の
医
療

機
関
倒
産
は
35
件
と
過
去
最
多
ペ

ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
背
景

に
は
、
物
価
・
人
件
費
・
光
熱
費

な
ど
の
高
騰
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

診
療
報
酬
が
全
く
見
合
っ
て
い
な

い
現
実
が
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
中
医
協
で
の

議
論
で
、
支
払
い
側
は
、
特
定
疾

患
管
理
料
に
お
い
て
「
気
管
支
喘

息
」
や
「
慢
性
胃
炎
」
の
算
定
が

多
い
こ
と
を
問
題
視
し
、
こ
れ
ら

を
生
活
習
慣
病
管
理
料
へ
移
行
す

る
こ
と
も
示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、「
診
療
所
の
受
診
延
べ
日
数

が
最
も
多
い
の
は
整
形
外
科
、
次

い
で
皮
膚
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
」

「『
専
門
外
来
の
包
括
評
価
』
を

設
定
す
る
こ
と
も
…
論
点
」
と
し

て
い
る
が
、
延
べ
日
数
が
多
い
の

は
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
受
診

行
動
の
結
果
で
あ
り
、
件
数
が
多

い
か
ら
包
括
に
と
い
う
議
論
は
、

乱
暴
す
ぎ
る
も
の
で
あ
る
。

※
署
名
は
「
期
中
改
定
や
、
国
の

責
任
に
よ
る
補
助
金
等
で
の
緊
急

財
政
措
置
を
早
急
に
行
う
こ
と
」

「
26
年
診
療
報
酬
改
定
で
少
な
く

と
も
10
％
以
上
の
大
幅
な
引
き
上

げ
」「
患
者
窓
口
負
担
の
大
幅
軽

減
」
の
３
点
を
求
め
る
も
の
。
署

名
用
紙
は
９
月
中
旬
に
医
療
機
関

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
し
て
い
る
他
、
上

記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
で
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
会
員
の
先
生
方
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

オンライン署名は
⬇こちらから⬇

　

協
会
は
10
月
よ
り
「
秋
の
組
織

強
化
月
間
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

９
月
18
日
現
在
の
会
員
数
７
７
５

９
人
か
ら
月
間
中
に
７
７
９
０
人

の
到
達
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

９
月
か
ら
共
済
制
度
募
集
期
間

も
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
会
員
の

皆
様
に
は
ぜ
ひ
、
お
知
り
合
い
の

開
業
医
や
勤
務
医
、
ご
子
弟
に
入

会
を
お
勧
め
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

厳
し
い
情
勢
だ
か
ら
こ
そ

「
頼
り
に
な
る
協
会
」を

　

長
年
の
低
医
療
費
政
策
と
昨
今

の
物
価
高
騰
に
加
え
、
昨
年
の
診

療
報
酬
マ
イ
ナ
ス
改
定
が
医
療
機

関
経
営
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
こ
と
が
、
各
種
の
統
計
か

ら
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
強
制
と
従
来
保

険
証
の
廃
止
は
、
窓
口
で
の
資
格

確
認
方
法
を
複
雑
化
さ
せ
て
医
療

機
関
に
負
担
を
強
い
、
患
者
の
受

療
権
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
協
会
は
、
医
療
機

関
へ
の
物
価
高
騰
対
策
や
緊
急
改

定
も
含
め
た
診
療
報
酬
の
大
幅
引

き
上
げ
、
保
険
証
廃
止
撤
回
な
ど

を
患
者
・
住
民
と
と
も
に
政
府
に

求
め
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
厳
し

い
情
勢
だ
か
ら
こ
そ
、「
頼
り
に

な
り
役
に
立
つ
、
会
員
に
な
っ
て

得
を
す
る
」
協
会
の
多
彩
な
事
業

を
多
く
の
先
生
方
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
、
協
会
へ
の
入
会
を

広
く
案
内
い
た
し
ま
す
。

好
評
の
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や

審
査
・
指
導
、経
営
相
談

　

新
規
開
業
医
研
究
会
や
開
業
実

現
セ
ミ
ナ
ー
、
閉
院
・
承
継
・
相

続
セ
ミ
ナ
ー
、
保
険
請
求
事
務
講

習
会
、
公
費
負
担
医
療
学
習
会
な

ど
毎
回
好
評
の
企
画
や
、
各
専
門

部
・
支
部
に
よ
る
「
一
味
違
う
」

ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
会
は
、
月
間
中

も
目
白
押
し
で
す
。

　

診
療
報
酬
請
求
や
減
点
・
返

戻
、
厚
生
局
に
よ
る
個
別
指
導
、

税
務
・
労
務
、
各
種
補
助
金
、
そ

の
他
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
医
院
経
営

で
の
様
々
な
ご
相
談
に
日
常
的
に

応
じ
、
協
会
か
ら
も
先
生
方
に
必

要
な
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
ま

す
。共

済
制
度
と
損
害
保
険

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供

　

断
然
安
い
保
険
料
と
高
配
当
で

死
亡
・
高
度
障
害
を
保
障
し
、
制

度
改
善
に
よ
り
持
病
が
あ
っ
て
も

加
入
し
や
す
く
な
っ
た
「
グ
ル
ー

プ
保
険
」、
非
営
利
な
ら
で
は
の

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
誇
る

「
休
業
保
障
制
度
」、
安
心
・
安

全
で
中
長
期
の
資
産
形
成
に
役
立

つ
「
保
険
医
年
金
」。
こ
れ
ら
を

は
じ
め
と
す
る
共
済
制
度
は
、
団

体
割
引
で
お
得
な
自
動
車
・
火
災

保
険
や
医
師
賠
償
責
任
保
険
な
ど

の
損
害
保
険
と
合
わ
せ
て
、
先
生

方
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
や
リ
ス

ク
に
見
合
う
最
適
な
メ
ニ
ュ
ー
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
し
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
先
生
方
を
協
会
に

迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
会
員
の
皆
様

の
一
層
の
お
力
添
え
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
か
ら
継
続
し
て
、

毎
年
10
月
か
ら
３
月
に
放
送
し
て

き
た
ラ
ジ
オ
関
西
番
組
が
今
年
も

10
月
５
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

!!　

番
組
名
は
昨
年
に
引
き
続
き

「
兵
庫
県
保
険
医
協
会
の
聴
く
医

療
」
で
、
放
送
時
間
が
毎
週
日
曜

日
夜
７
時
15
分
か
ら
と
な
り
ま

す
。

　

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
は
お
な
じ

み
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で

医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
寺
谷
一

紀
さ
ん
。
協
会
役
員
・
会
員
が
出

演
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
・
健
康

情
報
を
発
信
予

定
で
す
。

※
出
演
者
も
募

集
中
で
す
の

で
、
ご
出
演
希

望
の
方
は
、
協

会
事
務
局
☎
078

―
393
―
１
８
０

７
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

８面に案内
資料請求は右のフォームから資料請求は右のフォームから
お問い合わせは、お問い合わせは、
☎078－393－1805 共済部まで☎078－393－1805 共済部まで

特別インタビュー特別インタビュー

厳しい経営環境、厳しい経営環境、
診療報酬引き上げを診療報酬引き上げを

県立はりま姫路県立はりま姫路
総合医療センター総合医療センター
 木下 芳一木下 芳一院長院長

６・７面６・７面

▲本号４～５面がポスターに。
院内に掲示してご利用ください
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10月４日から最低賃金が改定

時給1116円を満たすか時給1116円を満たすか
ご確認を！ご確認を！

スタッフの採用・育成でお困りではありませんか？ 経営状況を把握していますか？

ご入会下さい！ご入会下さい！

◎毎月のセミナー（１回3,000円）を参加費無料で受講できます
　（パソコン講座（通常7,000円）はパソコン使用料1,000円のみを頂きます）
◎セミナーのテキストとレポート（通常2,000円）を無料でお届けします
◎協会推奨の伝票類（通常１冊200円）が無料でご利用いただけます
◎税理士や社労士など専門家との個別相談が無料（年２回まで。通常１時間5000円）
◎ 税務・雇用管理の書籍（通常1,000円）を改訂毎に無料でお届けします

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

医院経営に関する幅広い知識を習得できる！

医院経営研究会 会費は
　月額2,000円

10月25日（土） 個人医院の閉院時の税
務・労務と相続対策

11月22日（土）年末調整
12月13日（土）決算処理講座

2025年
１月24日（土）パソコン決算講座
１月～２月　 税務個別相談
２月初旬　　 確定申告研究会
４月25日（土）採用・定着のポイント（仮）
５月23日（土） 開業医が知っておきた

い法知識（仮）

2026年
◆2025年度セミナー（例会）カリキュラム（予定）

　

ガ
ザ
の
ナ
セ
ル

病
院
で
報
道
関
係

者
や
医
療
従
事
者

ら
が
殺
害
さ
れ

た
。
戦
車
か
ら
の

け
に
ポ
グ
ロ
ム
（
破
滅
）
が
お

こ
り
、
隣
人
に
殺
さ
れ
る
恐
怖

に
さ
ら
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で

は
軍
の
将
校
で
あ
っ
た
ド
レ
フ

ュ
ス
が
情
報
漏
洩
の
濡
れ
衣
を

着
せ
さ
れ
終
身
刑
と
な
り
、
国

家
に
尽
く
し
て
も
報
わ
れ
な
い

絶
望
が
広
が
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
中
に
、

蔑
ん
だ
シ
オ
ニ
ス
ト
だ
っ
た

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
生
存

者
の
帰
還
を
忌
避
し
世
界
で
同

情
が
お
こ
る
の
を
見
て
、
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
の
犠
牲
者
の
よ
う
に

ふ
る
ま
う
と
共
に
、
生
存
者
を

パ
レ
ス
チ
ナ
へ
入
植
さ
せ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
他
者
と
の

共
存
を
否
定
し
暴
力
を
信
じ
る

イ
ス
ラ
エ
ル
と
い
う
国
家
が
で

自
分
た
ち
の
国
家
を
持
つ
と
い

う
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
が
お
こ
っ

た
。
当
初
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
植

民
地
の
ア
フ
リ
カ
も
検
討
さ
れ

た
が
、
結
局
イ
ギ
リ
ス
が
手
放

し
た
パ
レ
ス
チ
ナ
に
国
家
を
つ

く
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ド
イ
ツ
で
ナ
チ
ス
に
よ
る
ホ

ロ
コ
ー
ス
ト
が
起
こ
る
と
、
戦

わ
ず
に
殺
さ
れ
た
と
犠
牲
者
を

き
あ
が
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
教
徒
が

信
じ
て
い
る
唯
一
の
神
と
救
世

主
は
、
シ
オ
ニ
ス
ト
に
と
っ
て

イ
ス
ラ
エ
ル
と
い
う
国
家
と
イ

ス
ラ
エ
ル
軍
と
い
う
暴
力
に
置

き
換
わ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
イ
ス
ラ
エ
ル
に

私
た
ち
は
何
が
で
き
る
だ
ろ
う

か
？

　

日
本
の
防
衛
省
は
イ
ス
ラ
エ

ル
製
の
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
を
検

討
し
て
い
る
。
パ
レ
ス
チ
ナ
の

人
々
で
実
験
し
開
発
し
た
兵
器

で
あ
る
。
日
本
の
年
金
は
イ
ス

ラ
エ
ル
の
軍
事
産
業
に
も
投
資

さ
れ
て
い
る
。
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ

ー
ス
や
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
が

パ
レ
ス
チ
ナ
の
農
民
か
ら
奪
っ

た
土
地
で
作
ら
れ
た
イ
ス
ラ
エ

ル
産
で
な
い
か
は
ラ
ベ
ル
を
見

れ
ば
確
か
め
ら
れ
る
。

　

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、

イ
ス
ラ
エ
ル
に
虐
殺
さ
れ
る
パ

レ
ス
チ
ナ
の
人
々
を
助
け
た

い
。

砲
撃
で
報
道
関
係
者
が
殺
さ

れ
、
被
害
者
を
助
け
よ
う
と
救

急
隊
な
ど
が
集
ま
っ
た
と
こ
ろ

を
再
び
砲
撃
す
る
時
間
差
攻
撃

で
あ
っ
た
。

　

ガ
ザ
へ
の
食
料
搬
入
が
禁
止

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
飢
え
て

亡
く
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ

と
イ
ス
ラ
エ
ル
が
支
援
す
る
団

体
に
食
料
を
配
ら
せ
、
集
ま
っ

た
人
た
ち
を
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が

銃
撃
し
て
い
る
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
国
内
で
、
人
道

に
反
す
る
罪
や
戦
争
犯
罪
に
反

対
す
る
声
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の

は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　

ユ
ダ
ヤ
教
徒
は
唯
一
の
神
を

信
じ
救
世
主
が
現
れ
る
の
を
待

つ
人
々
で
あ
る
。
パ
レ
ス
チ
ナ

の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
も
キ
リ
ス
ト
教

な
ぜ
イ
ス
ラ
エ
ル
は

虐
殺
を
続
け
る
の
か
？

や
イ
ス
ラ
ム
教
と
共
存
し
、
救

世
主
を
待
ち
つ
つ
生
き
て
き

た
。

　

一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
住
み

ユ
ダ
ヤ
教
を
受
け
入
れ
た
人
た

ち
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
国
家
が

成
立
す
る
中
で
、
国
民
と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
に
尽
く
し
共

存
を
図
っ
た
。
し
か
し
ロ
シ
ア

で
は
、
皇
帝
の
暗
殺
を
き
っ
か

10
月
４
日
か
ら
、
兵
庫
県
の
最

低
賃
金
が
時
給
１
１
１
６
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
（
現
行
の
１
０

５
２
円
か
ら
64
円
増
）。
い
か
な

る
職
種
・
労
働
形
態
、
試
用
期
間

中
に
お
い
て
も
、
時
給
換
算
で
１

１
１
６
円
を
下
回
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

基
本
給
と
合
わ
せ
て
役
職
手

当
、
資
格
手
当
、
勤
続
手
当
な
ど

を
含
ん
だ
給
与
を
１
カ
月
の
平
均

所
定
労
働
時
間
で
割
っ
た
時
給
が

最
低
賃
金
を
上
回
っ
て
い
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
計
算
に
は

賞
与
を
は
じ
め
割
増
賃
金
、
精
皆

勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当

な
ど
は
含
み
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど

求
人
情
報
で
提
示
す
る
時
給
も
最

低
賃
金
を
下
回
っ
て
い
な
い
か
確

認
が
必
要
で
す
。

賃
上
げ
支
援
制
度

　

政
府
は
賃
上
げ
支
援
と
し
て
助

成
金
や
税
制
優
遇
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

業
務
改
善
助
成
金
…
事
業
所
内

で
最
も
低
い
賃
金
を
時
給
30
円
以

上
引
き
上
げ
、
生
産
性
向
上
に
資

す
る
設
備
投
資
（
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
導

入
な
ど
）
を
行
っ
た
場
合
に
、
設

備
投
資
に
か
か
っ
た
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

賃
上
げ
促
進
税
制
…
給
与
等
支

給
額
が
前
年
と
比
較
し
１
・
５
％

以
上
増
加
し
て
い
る
場
合
に
、
増

加
額
の
15
％
〜
30
％
の
税
額
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
有
期
雇
用
労
働

者
を
正
社
員
化
し
た
り
、
賃
金
規

定
な
ど
を
３
％
増
額
改
定
し
た
場

合
な
ど
に
適
用
で
き
る
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
助
成
金
な
ど
が
あ
り
ま

す
。賃

上
げ
に
は
診
療
報
酬

大
幅
プ
ラ
ス
改
定
が
必
須

　

政
府
は
、
労
働
者
の
生
活
の
安

定
と
労
働
条
件
の
改
善
を
目
的
に

賃
上
げ
政
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
毎
年
の
最
低
賃
金
引
き
上

げ
と
合
わ
せ
、
物
価
高
騰
が
医
療

機
関
の
経
営
を
圧
迫
し
て
お
り
、

十
分
な
賃
上
げ
の
た
め
に
は
診
療

報
酬
の
引
き
上
げ
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
協
会
は
引
き
続
き
、
診
療
報

酬
の
期
中
改
定
や
大
幅
プ
ラ
ス
改

定
を
国
に
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
☎
078
―
393

―
１
８
０
７
（
税
経
部
）
ま
で

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す

伊
月　

豊
度
先
生

洲
本
市　

内
・
リ
ハ
科

５
月
８
日

享
年
95
歳

金
本　

正
弘
先
生

姫
路
市　

外
・
胃
腸
・
整
形

７
月
２
日

享
年
96
歳

黒
田　

佳
治
先
生

尼
崎
市　

内
・
胃
腸
科

９
月
14
日

享
年
73
歳

藤
木　

省
三
先
生

灘
区　

歯
科

９
月
16
日

享
年
70
歳

◇
出
席

25
人

◇
情
勢　

自
治
体
病
院
協
議
会
が

24
年
度
決
算
状
況
を
公
表
し
、
回

答
６
５
７
病
院
の
約
９
割
が
経
常

赤
字
、
経
常
収
支
は
計
３
６
３
３

億
円
の
赤
字
と
発
表
し
た
。
費
用

増
が
収
益
の
伸
び
を
上
回
り
、
４

０
０
床
以
上
の
大
規
模
病
院
で
赤

字
が
倍
増
。
同
協
議
会
は
厚
労
省

・
総
務
省
に
対
し
、
診
療
報
酬
対

応
や
補
正
予
算
・
補
助
金
な
ど
の

経
営
支
援
を
求
め
る
方
針
。

◇
医
療
活
動　

保
団
連
近
畿
ブ
ロ

ッ
ク
・
近
畿
厚
生
局
懇
談
（
８
／

21
）
を
実
施
し
、
新
規
指
導
に
お

け
る
暴
言
等
の
不
適
切
指
導
に
つ

い
て
、
教
育
的
に
行
わ
れ
る
べ
き

新
規
指
導
で
重
大
問
題
で
あ
り
、

た
だ
ち
に
改
善
す
る
よ
う
求
め
る

こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
歯
科
部
会　

橋
本
芳
紀
・
兵
庫

県
歯
科
医
師
会
会
長
を
表
敬
訪
問

し
た
こ
と
（
７
／
16
、
参
加
：
西

山
理
事
長
、
川
村
副
理
事
長
、
鈴

田
・
小
松
両
理
事
）
等
が
報
告
さ

れ
た
。

◇
災
害
対
策　

ⅰ
）
被
災
地
訪
問

＆
コ
ン
サ
ー
ト
（
８
／
９
―
10
、

会
場
：
石
川
県
珠
洲
市
高
屋
集
会

所
、
参
加
：
民
俗
音
楽
家
ロ
ビ
ン

・
ロ
イ
ド
氏
、
森
岡
副
理
事
長
、

伊
賀
理
事
、
広
川
顧
問
）
の
開

催
、
ⅱ
）
全
国
災
対
連
と
し
て
石

川
協
会
が
実
施
し
た
「
窓
口
負
担

免
除
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
を
も

と
に
、
被
災
者
「
医
療
費
免
除
」

の
全
額
国
負
担
の
財
政
措
置
を
求

め
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
交
渉

（
７
／
31
、
参
加
：
森
岡
副
理
事

長
）
を
行
っ
た
こ
と
等
が
報
告
さ

れ
た
。

◇
反
核
平
和
部　

原
水
禁
世
界
大

会
に
参
加
し
、
近
畿
反
核
医
師
懇

談
会
が
中
心
に
取
り
組
む

「Don't Bank on the Bomb

」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ア
ピ
ー
ル
を
行

っ
た
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

（
８
月
23
日　

理
事
会
よ
り
）

報

告

医院継承の実際
―コンサルタントの視点と

医師の体験談―

明石支部　医院継承セミナー明石支部　医院継承セミナー
　

明
石
支
部
は
、
８
月
30
日
に
ア

ス
ピ
ア
明
石
会
議
室
で
、
医
院
継

承
セ
ミ
ナ
ー
（
医
科
向
け
）
を
開

催
し
、
15
人
が
参
加
し
た
。
司
会

を
担
当
し
た
辻
一
城
副
支
部
長
の

報
告
を
紹
介
す
る
。

　

今
回
、
私
が
司
会
を
担
当
し
た

医
院
継
承
セ
ミ
ナ
ー
は
２
部
構
成

で
行
わ
れ
た
。

　

前
半
は
、
総
合
メ
デ
ィ
カ
ル
株

式
会
社
の
市
岡
寛
也
氏
が
「
成
功

す
る
！
医
業
継
承
の
進
め
方
・
ポ

イ
ン
ト
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

市
岡
氏
は
ま
ず
、
閉
院
と
比
較
し

た
継
承
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

「
地
域
貢
献
を
継
続
で
き
る
」

「
職
員
の
雇
用
を
守
れ
る
」「
医

院
資
産
の
売
却
益
を

得
ら
れ
る
」
な
ど
を

挙
げ
た
。
一
方
、
後

継
者
探
し
の
困
難
さ

や
手
続
き
の
煩
雑
さ

と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト

も
示
さ
れ
た
が
、
そ

れ
ら
は
信
頼
で
き
る

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を

選
ぶ
こ
と
で
解
決
可

能
で
あ
る
と
強
調
さ

れ
た
。

　

継
承
を
決
断
し
た

際
に
最
も
重
要
な
の

と
指
摘
さ
れ
た
。

　

後
半
は
、
増
田
章
吾
先
生
が
、

自
身
の
継
承
体
験
を
語
っ
た
。
先

生
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
高
砂
市
で

１
９
９
６
年
に
内
科
医
院
を
開
業

さ
れ
、
28
年
間
の
診
療
後
、
２
０

２
４
年
10
月
に
67
歳
で
閉
院
、
継

承
さ
れ
た
。

　

高
砂
市
医
師
会
長
を
務
め
ら
れ

て
い
た
時
期
に
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま

り
、
多
忙
の
折
に
突
然
体
調
を
崩

さ
れ
、
ま
た
同
時
期
に
友
人
が
コ

ロ
ナ
で
急
逝
し
た
経
験
が
、
継
承

を
考
え
る
大
き
な
転
機
に
な
っ
た

と
い
う
。
継
承
に
あ
た
っ
て
は
、

「
そ
の
土
地
で
の
同
様
の
内
科
診

療
の
継
続
」「
医
師
会
入
会
と
地

域
医
療
へ
の
貢
献
」
を
条
件
と
さ

れ
た
点
は
、
先
生
の
地
域
へ
の
愛

着
と
責
任
感
を
感
じ
た
。

　

計
画
か
ら
約
５
年
の
歳
月
を
費

や
し
、
最
終
的
に
総
合
メ
デ
ィ
カ

ル
の
支
援
を
受
け
、
先
生
の
願
い

ど
お
り
の
医
師
へ
の
継
承
が
実
現

し
た
。
現
在
は
、
新
院
長
の
求
め

で
旧
自
院
を
週
２
回
手
伝
う
傍

ら
、
市
民
病
院
の
検
診
や
産
業
医

の
業
務
、
介
護
保
険
の
審
査
な
ど

を
ご
自
身
の
ペ
ー
ス
で
続
け
ら
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
奥
様
と
の
月
１
回
の
旅

行
、
ゴ
ル
フ
、
自
転
車
、
サ
ッ
ク

ス
な
ど
の
趣
味
、
旧
友
と
の
交
流

を
楽
し
ま
れ
て
お
り
、
セ
カ
ン
ド

ラ
イ
フ
を
満
喫
さ
れ
て
い
る
様
子

を
語
ら
れ
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
視
点
と
実
際
の
経

験
談
が
組
み
合
わ
さ
れ
、
医
院
継

承
の
具
体
像
が
示
さ
れ
た
。
参
加

者
に
と
っ
て
も
、
自
身
の
今
後
を

考
え
る
上
で
多
く
の
示
唆
を
与
え

る
有
意
義
な
機
会
で
あ
っ
た
。

【
明
石
市

辻　
　

一
城
】

は
家
族
の
同
意
を
得
る
こ
と
で
、

そ
の
上
で
「
ど
の
よ
う
な
条
件
で

の
継
承
を
望
む
の
か
」
を
明
確
に

す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。
後

継
者
候
補
が
見
つ
か
っ
た
場
合

は
、
相
手
の
立
場
を
尊
重
し
、
譲

れ
る
条
件
は
譲
っ
て
、「
引
き
継

い
で
も
ら
う
」
と
い
う
姿
勢
で
臨

む
の
が
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

増田章吾先生が自身の継承体験を語った

※ セミナーは原則として毎月第４土曜日の14時30分～17時に開催。
　パソコン講座以外は、Zoom配信も予定
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三
田
市
・
歯
科　
　

小
寺　
　

修

灘
区　
　

岡
本　

好
司

参
院
選
後
の
恐
怖
と
茶
番 

№
２

 

―
地
球
沸
騰
化
―　

一
日「
メ
イ
イ
」の
巻

な
な
み
の
ゆ
う（
幸
田
雄
策
理
事
）著

『
お
金
を
配
れ
ば
日
本
復
活
』

　

私
が
兵
庫
県
保
険
医
協
会
理
事

と
な
っ
て
着
席
し
た
席
の
前
に
歯

科
の
幸
田
理
事
が
い
た
。
経
済
通

で
、
独
特
の
経
済
論
を
唱
え
て
お

（
写
真
左
）。
聞
け
ば
２
０
１
１

年
に
執
筆
し
た
著
書
だ
と
言
う
。

　

読
み
始
め
て
驚
い
た
。
ま
さ
に

今
日
議
論
さ
れ
て
い
る
Ｍ
Ｍ
Ｔ
理

論
の
基
本
が
こ
こ
に
説
明
さ
れ
て

い
る
で
は
な
い
か
。
今
、
私
は
米

国
民
主
党
の
経
済
顧
問
で
あ
っ
た

Stephanie Kelton

著
「The 

Deficit M
yth

」（
写
真
右
）
を
読

ん
で
い
る
。
そ
の
内
容
と
幸
田
理

事
の
著
書
の
内
容
は
実
に
シ
ン
ク

ロ
ナ
イ
ズ
し
て
、
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

多
く
の
理
事
は
す
で
に
こ
の
本

を
読
ま
れ
た
と
思
う
。
た
だ
当
時

と
し
て
は
極
め
て
先
進
的
な
内
容

で
あ
り
、
な
か
な
か
同
意
で
き
な

い
部
分
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
私
に
す
る
と
歯
科
医
師
で
あ

る
幸
田
理
事
が
現
在
の
貨
幣
経
済

の
本
質
を
掴
み
、
か
つ
分
か
り
や

す
く
解
説
で
き
て
い
る
こ
と
に
驚

き
感
心
し
た
。

　

金
本
位
制
か
ら
離
脱
し
た
今
日

の
貨
幣
経
済
で
は
、
中
央
銀
行
を

持
つ
国
は
自
由
に
通
貨
を
作
り
出

す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
バ
ラ
ン

ス
の
基
本
が
国
債
で
あ
る
。
Ｍ
Ｍ

Ｔ
理
論
で
は
通
貨
発
行
能
力
を
も

つ
国
家
（
発
行
者issuer

）
と
、

個
人
や
会
社
な
ど
そ
れ
を
利
用
す

る
者
（
利
用
者user

）
と
で
は
、

そ
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
考
え
方
が

全
く
異
な
る
こ
と
を
強
調
し
て
い

る
。
そ
の
こ
と
を
極
め
て
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
て
い
る
の
が
こ
の

本
で
あ
る
。

　

で
き
れ
ば
す
べ
て
の
為
政
者
や

財
務
官
僚
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
２
０
２
５
年
現
在
、
日
本
の

経
済
は
停
滞
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
日
経
平
均
株
価
は
バ
ブ

ル
期
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
辺
の

解
説
も
含
め
た
新
た
な
本
の
執
筆

を
期
待
し
て
い
る
の
で
、
理
事
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

【
西
宮
市　

半
田　

伸
夫
】

ら
れ
た
。Keynes

の

「The general theory 
of em

ploym
ent, 

interest and money

」

を
読
み
経
済
に
興
味
を

持
ち
、
時
々
幸
田
理
事

の
意
見
を
伺
っ
て
い

た
。

　

最
近
に
な
りM

odern 
monetary theory

（
Ｍ

Ｍ
Ｔ
）
を
勉
強
を
し
始

め
て
、
少
し
ず
つ
幸
田

理
事
の
主
張
が
分
か
り

始
め
て
き
た
。
先
日
上

記
書
籍
を
手
渡
さ
れ
た

　

連
日
猛
暑
日
が
続
き
、
参
院
選

中
の
関
東
圏
を
か
わ
き
り
に
日
本

各
地
で
線
状
降
水
帯
が
発
生
。
命

を
落
と
さ
れ
た
人
も
出
て
い
ま

す
。
観
測
史
上
最
高
の
気
温
（
41

℃
超
）
と
降
水
量
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

23
年
７
月
、
グ
テ
ー
レ
ス
国
連

事
務
総
長
が
発
言
さ
れ
た
よ
う

に
、
地
球
温
暖
化
を
通
り
越
し

て
、
今
や
地
球
沸
騰
化
で
す
。
そ

う
で
す
。
僕
た
ち
人
類
が
上
を
向

い
て
唾
を
吐
き
続
け
て
い
る
の
で

す
。

　

に
も
関
わ
ら
ず
、
参
院
選
に
お

い
て
、
地
球
沸
騰
化
に
対
す
る
ビ

ジ
ョ
ン
を
争
点
に
さ
れ
た
政
党
は

一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
、

こ
の
点
を
指
摘
し
た
メ
デ
ィ
ア
や

YouTuber

も
全
く
な
い
の
で
す
。

　

国
民
に
関
心
が
な
い
こ
と
の
鏡

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

数
年
前
か
ら
、
も
う
少
し
で

「
後
戻
り
で
き
な
い
時
点
」
を
迎

え
る
と
、
科
学
者
や
グ
レ
タ
さ
ん

を
始
め
環
境
問
題
に
関
心
の
強
い

人
た
ち
が
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
き
ま

し
た
。「
後
戻
り
で
き
な
い
時

点
」
と
は
何
で
し
ょ
う
？

一
、
北
極
海
の
氷
が
解
け
て
い
ま

す
。
氷
だ
と
太
陽
光
を
反
射
す
る

鏡
で
す
が
、
海
面
だ
と
黒
い
紙
と

同
じ
で
太
陽
光
を
吸
収
し
ま
す
。

＋
が
０
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
－

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

二
、
今
春
、
ス
イ
ス
の
村
が
氷
河

の
崩
壊
に
よ
る
土
石
流
に
飲
み
込

ま
れ
壊
滅
し
ま
し
た
。
行
方
不
明

者
が
一
人
の
み
な
の
は
不
幸
中
の

幸
い
で
す
が
、
こ
れ
も
北
極
と
同

じ
、
氷
河
は
鏡
で
す
。
岩
が
露
出

し
た
ら
太
陽
熱
を
吸
収
し
て
氷
河

が
解
け
、
＋
が
－
に
な
る
の
で

す
。

三
、
ス
ペ
イ
ン
を
始
め
日
本
や
世

界
各
地
で
大
規
模
な
山
火
事
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
大
量
の
木
々
が

焼
け
て
温
度
も
上
が
り
Ｃ
Ｏ
２
も

排
出
し
ま
す
。
そ
の
上
、
光
合
成

で
Ｃ
Ｏ 

２

を
Ｏ
２

に
変
え
て
く
れ

な
く
な
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
も
、

＋
が
－
に
な
っ
た
ん
で
す
。

四
、
三
陸
沖
か
ら
千
㎞
に
か
け
て

の
海
水
温
が
平
年
に
比
べ
５
℃
も

上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
の
海
域
の

上
空
は
春
か
ら
初
夏
に
か
け
毎
年

薄
雲
が
張
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
こ
れ
だ
け
海
水
温
が
上
が

る
と
、
水
蒸
気
が
大
量
発
生
し
入

道
雲
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。

薄
雲
だ
と
海
が
一
面
に
ベ
ー
ル
で

覆
わ
れ
て
い
た
の
に
、
入
道
雲
の

な
い
所
は
海
面
に
直
接
太
陽
光
が

当
た
り
、
ま
た
海
水
温
が
上
が
り

ま
す
。
＋
が
－
に
な
る
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
悪
い
ス
パ
イ
ラ
ル
が

「
後
戻
り
で
き
な
い
時
点
」
な
の

で
す
。
そ
う
で
す
。
今
や
そ
の
一

線
を
越
え
て
し
ま
っ
た
ん
だ
と
思

い
ま
す
。
で
す
の
で
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
で
は
も
う
無
理
で

す
。
カ
ー
ボ
ン
リ
デ
ュ
ー
ス
（
私

の
造
語
）
で
す
。
こ
れ
を
公
約
に

掲
げ
る
政
治
家
が
全
く
い
ま
せ

ん
。

　

も
う
個
人
の
努
力
の
限
界
を
超

え
て
い
る
の
で
す
。
少
な
く
と
も

国
家
の
レ
ベ
ル
で
対
応
し
な
け
れ

ば
、
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
火

力
発
電
と
原
発
を
廃
止
し
て
全
て

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
換
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
国
会
議
員

と
政
権
と
政
府
な
の
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
の
福
島
原
発

の
事
故
は
僕
た
ち
に
こ
れ
を
始
め

る
機
会
を
天
が
示
し
た
ん
で
す
。

　

に
も
関
わ
ら
ず
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
と
利
用
が
遅
々

と
し
て
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
14
年
半
、
自
民
党
を
始
め

と
し
た
政
治
家
は
一
体
何
を
し
て

き
た
の
か
？　

そ
の
検
証
を
全
く

し
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
が
参
院
選

で
の
各
党
の
公
約
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
筋
の
光
明

が
見
え
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
関
西

万
博
で
の
日
本
館
で
す
。
藻
類
の

プ
ラ
ン
ト
を
作
り
、
光
合
成
で
Ｃ

Ｏ
２

を
Ｏ
２

に
、
そ
し
て
炭
水
化

物
等
の
栄
養
源
を
作
り
ま
す
。

　

日
本
に
は
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い

こ
と
を
考
え
る
学
者
や
官
僚
が
い

る
の
で
す
。
そ
う
で
す
、
こ
れ
を

実
現
さ
せ
る
の
が
、
政
治
家
で

す
。
全
て
の
政
党
は
一
体
何
を
し

て
い
る
の
か
？

　

わ
れ
わ
れ
国
民
が
声
を
あ
げ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
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医科保険請求

Ｑ１　当院は労災非指定医療機関であ
るが、労災保険の取り扱いができるの
か。
Ａ１　労災保険は指定医療機関で給付
することを原則としていますが、非指
定医療機関でも労災保険を取り扱うこ
とはできます。
　ただし、非指定医療機関の場合は、
療養費払いとなるので、窓口で診療に
かかった費用を全額患者から徴収しま
す。この場合、医療機関は患者が償還
を受けるために持参する「療養の給付
請求書」（様式第７号（業務災害用）
または様式第16号（通勤災害用））に
証明します。
　なお、この証明に係る文書料は領収
明細書としての扱いのため無償となり
ます。
Ｑ２　労災非指定医療機関でも労災診
療費は健康保険と同様に１点10円で請

求するのか。
Ａ２　労災保険の請求は基本的に健康
保険の診療報酬点数に準じますが、１
点12円（国公立等医療機関は11円50
銭）で計算します。
　ただし、初・再診料、創傷処置、リ
ハビリテーション、コンピューター断
層撮影料などには労災独自の点数およ
び金額が設けられており、これらに該
当するときは労災診療費で請求するこ
とになります。

〈労災保険（その１）〉

　

甲
寿
園
と
い
う
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
で
巡
回
し
て
い
た
時
、
利

用
者
さ
ん
か
ら
突
然
に
「
よ
っ
ち

ゃ
ん
と
違
う
ん
か
？　

い
つ
か
ら

医
者
に
な
っ
た
ン
や
」
と
声
を
か

け
ら
れ
た
。

　

私
は
、
よ
っ
ち
ゃ
ん
な
る
人
と

間
違
え
ら
れ
た
な
と
思
い
な
が

ら
、
立
ち
止
ま
っ
て
話
を
聞
い
て

い
た
。

　

彼
女
は
委
細
構
わ
ず
、
色
々
話

し
か
け
て
こ
ら
れ
た
。
返
事
に
困

り
、
適
当
に
合
槌
を
打
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
話
が
変
わ
っ
て
「
こ
の

手
、
痛
い
ね
ん
。
治
し
て
ん
か
」

と
持
ち
か
け
ら
れ
た
。

　

困
っ
た
な
と
思
い
な
が
ら
、
手

の
ひ
ら
か
ら
指
先
ま
で
ゆ
っ
く
り

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
な
が
ら
様
子
を

見
て
い
る
と
、
硬
く
な
っ
て
い
た

手
の
ひ
ら
や
指
が
柔
ら
か
く
な

り
、
少
し
ず
つ
曲
が
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

　

効
果
が
出
て
き
た
な
と
喜
ん
で

い
た
ら
、「
痛
い
の
ん
、
ま
だ
と

れ
へ
ん
ね
ん
。
は
よ
治
し
て
え

な
」
と
せ
が
ま
れ
た
が
、
手
の
施

し
よ
う
が
な
い
。

　

仕
方
が
な
い
の
で
、「
二
人
で

呪
文
を
唱
え
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
二
人
で
声
を
合
わ

せ
て
「
痛
い
の
痛
い
の
あ
っ
ち
へ

飛
ん
で
行
け
」
と
何
回
か
唱
え
て

（
？
）
い
る
と
、「
ア
、
治
っ
た

治
っ
た
。
名
医
や
」
と
喜
ん
で
も

ら
っ
た
が
、
こ
ち
ら
は
「
エ
ー
、

何
が
名
医
や
」
と
驚
い
て
い
た
。

怪
我
の
功
名
で
あ
ろ
う
が
、
と
に

か
く
治
療
は
成
功
と
な
っ
た
。
人

に
は
言
え
な
い
。
と
ん
だ
名
医
で

あ
る
。
冷
汗
三
斗
で
あ
る
。

　

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
念
力
で
治

っ
た
ん
だ
ね
」
と
い
う
と
、
満
足

そ
う
な
お
顔
を
さ
れ
た
。「
ま
た

来
て
な
」
と
い
う
こ
と
で
お
別
れ

と
な
っ
た
。
ど
こ
に
も
お
聞
か
せ

で
き
な
い
、
お
見
せ
で
き
な
い
光

景
で
あ
る
。
ハ
ズ
カ
シ
。
で
も
痛

み
は
取
れ
た
の
で
、
治
療
は
成
功

し
た
こ
と
に
な
っ
た
。
名
（
迷
）

医
の
称
号
を
甘
ん
じ
て
受
け
た
。

　

次
の
日
も
お
目
に
か
か
っ
た

が
、
も
う
そ
の
日
は
私
は
「
よ
っ

ち
ゃ
ん
」
で
は
な
く
、
赤
の
他
人

だ
っ
た
。

　

一
日
だ
け
の
「
メ
イ
イ
」
だ
っ

た
。

ホイホイ漫画75
長田区　ぽん太withＴ.Ｔ.
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書籍　保団連発行

『労災診療・交通
事故診療の手引』
（2024年６月版）
1,500円（税込・送料別）

ご注文は、☎078－393－1840まで

発
行 Parade Books

第34回日常診療経験交流会

日　時　10月26日（日）
　　　　13時～15時
会　場　協会会議室（Web併用）

健康格差の健康格差の
　縮小は可能か？　縮小は可能か？
  千葉大学名誉教授　千葉大学名誉教授　近藤 克則近藤 克則先生先生

【Zoom参加】

https://x.gd/5ajRt

来場お申し込み・お問い合わせは、
☎078－393－1840まで

※ 10～12時に分科会を開催します
（プログラムは本紙10／５号に
掲載予定）。あわせてご参加く
ださい。



２
０
２
５
年
(令
和
７
年
)９
月
２
５
日
(毎
月
３
回
５
・
15・

25日
発
行
)

兵
庫
保
険
医
新
聞

第
２
１
１
３
号

(昭
和
43年
６
月
12日
第
三
種
郵
便
物
認
可
)

（
４
‒５
）





(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第２１１３号２０２５年(令和７年)９月２５日(毎月３回５・15・25日発行) （６）

県立はりま姫路総合医療センター院長　立はりま姫路総合医療センター院長　木下 芳一木下 芳一先生に聞く先生に聞く

診療報酬引き上げを診療報酬引き上げを
　

物
価
高
騰
と
低
診
療
報
酬
の
は
ざ
ま
で
、
地

域
の
基
幹
病
院
が
厳
し
い
経
営
状
況
に
直
面
し

て
い
る
―
―
。
２
０
２
６
年
度
の
診
療
報
酬
改

定
を
前
に
、
協
会
は
県
立
は
り
ま
姫
路
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
、
木
下
芳
一
院
長
に
現
場

の
実
情
を
聞
い
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
は
西
山

裕
康
理
事
長
（
明
石
市
・
西
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
）、
石
橋
寛
之
理
事
（
姫
路
市
・
石
橋
内
科

・
広
畑
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
病
院
）、
綱
島
武
彦
評

議
員
（
姫
路
市
・
綱
島
会
厚
生
病
院
会
長
）
の

３
氏
。
９
月
３
日
、
同
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行

わ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
地
域
医
療
を
支

え
る
使
命
と
、
診
療
報
酬
改
定
へ
の
切
実
な
思

い
が
率
直
に
語
ら
れ
た
。

な
の
で
、
毎
年
30
億
円
の
赤
字
を

抱
え
る
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
で
圧
縮
し
て

い
ま
す
が
、
現
状
で
も
約
19
億
円

の
赤
字
が
残
っ
て
い
ま
す
。

西
山　

お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

収
益
性
を
最
優
先
す
る
こ
と
に
は

問
題
が
あ
り
ま
す
ね
。
他
に
も
、

地
域
の
基
幹
病
院
特
有
の
赤
字
要

因
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

木
下　

た
と
え
ば
総
胆
管
結
石

の
内
視
鏡
手
術
は
、
当
院
は
県
立

尼
崎
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
や
神
戸

市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
中
央
市
民
病

院
と
同
程
度
の
件
数
を
行
っ
て
お

り
、
収
益
性
は
３
病
院
の
中
で
は

良
い
方
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で

も
実
際
の
利
益
率
は
マ
イ
ナ
ス
に

な
り
ま
す
。
理
由
の
一
つ
は
、
当

院
の
前
身
で
あ
る
県
立
姫
路
循
環

器
病
セ
ン
タ
ー
の
こ
ろ
か
ら
持
続

す
る
患
者
さ
ん
の
特
徴
に
あ
り
ま

す
。
従
来
か
ら
心
疾
患
患
者
を
多

く
診
て
き
た
た
め
、
心
不
全
を
合

併
し
た
患
者
さ
ん
や
、
抗
血
栓
療

法
薬
を
服
用
し
て
い
て
出
血
リ
ス

ク
の
高
い
患
者
さ
ん
が
地
域
か
ら

集
中
す
る
の
で
す
。
そ
の
結
果
、

在
院
日
数
や
検
査
、
投
薬
が
増
え

ま
す
が
、
副
傷
病
名
に
こ
れ
ら
の

対
応
が
含
ま
れ
な
け
れ
ば
包
括
評

価
に
吸
収
さ
れ
、
利
益
が
出
に
く

く
な
り
ま
す
。

西
山　

医
師
養
成
や
臨
床
研
究

の
分
野
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

木
下　

研
修
医
の
人
件
費
は
年

間
２
億
円
ほ
ど
か
か
り
ま
す
が
、

彼
ら
は
直
接
に
は
収
益
を
生
み
ま

せ
ん
。
完
全
な
持
ち
出
し
で
す

西
山　

今
日
は
お
忙
し
い
中
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
早
速
で

す
が
、
日
本
中
で
公
私
を
問
わ
ず

病
院
の
赤
字
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
貴
院
の
状
況
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

木
下　

開
院
以
来
、
年
間
赤
字

額
は
年
々
小
さ
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
い
ま
だ
赤
字
経
営
が
続
い
て

い
ま
す
。
赤
字
の
原
因
は
、
こ
の

20
年
間
ほ
ど
診
療
報
酬
が
ほ
と
ん

ど
上
が
っ
て
い
な
い
一
方
で
、
２

０
２
０
年
代
に
入
っ
て
か
ら
人
件

費
と
物
価
が
急
速
に
上
昇
し
た
こ

と
で
す
。
２
０
２
０
年
当
時
と
比

べ
る
と
、
ど
ち
ら
も
約
10
％
上
が

っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
当
院
の
年
間
収
入
規

模
は
お
よ
そ
３
０
０
億
円
で
す
。

開
院
前
に
は
、
費
用
３
０
０
億
円

に
対
し
て
収
益
も
３
０
０
億
円
と

し
、
収
支
均
衡
を
見
込
ん
で
い
ま

し
た
。
し
か
し
開
院
後
に
は
費
用

が
10
％
増
え
３
３
０
億
円
と
な

り
、
収
入
は
３
０
０
億
円
の
ま
ま

（
７
面
に
つ
づ
く
）

【きのした　よしかず】1980年神戸大学卒業、87
年ミネソタ州メイヨークリニックへ留学（リサー
チフェロー）、97年島根医科大学第２内科教授、
2002年同大学附属病院光学医療診療部部長、03年
島根大学医学部第二内科学教授、2004年島根大学
医学部副学部長、07年同大学医学部学部長、12年
同大学医学部附属病院副院長、19年製鉄記念広畑
病院病院長、20年県立姫路循環器病センター院
長、22年から現職

患
者
へ
の
配
慮
、
医
療
安
全
と

収
益
性
の
ジ
レ
ン
マ

基
幹
病
院
特
有
の
〝
持
ち
出
し
〞

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

西
山　

な
る
ほ
ど
。
一
方
で
経

営
努
力
を
求
め
る
声
も
根
強
い
で

す
ね
。

木
下　

当
院
で
は
す
で
に
診
療

科
ご
と
、
疾
患
ご
と
の
収
益
性
分

析
を
終
え
て
お
り
、
ど
こ
を
削
れ

ば
収
益
が
改
善
す
る
の
か
は
分
か

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を

実
行
す
る
か
ど
う
か
は
問
題
で

す
。
収
益
性
を
優
先
し
て
支
出
が

大
き
な
部
分
を
む
や
み
に
削
減
す

れ
ば
、
患
者
さ
ん
に
優
し
く
、
安

全
な
病
院
で
は
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
当
院
は
大
学
病
院
に
準

じ
た
診
療
密
度
を
持
つ
Ｄ
Ｐ
Ｃ
特

定
病
院
群
に
属
し
て
い
ま
す
。
同

群
の
約
１
８
０
病
院
で
鼠
径
ヘ
ル

ニ
ア
手
術
の
収
益
性
を
比
較
す
る

と
、
当
院
は
か
な
り
下
位
に
あ
り

ま
す
。

　

詳
し
く
分
析
し
て
み
る
と
、
収

益
性
の
高
い
病
院
は
血
液
検
査
や

Ｘ
線
撮
影
を
入
院
で
は
ほ
と
ん
ど

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
麻
酔
後
の
肝

機
能
等
の
確
認
の
た
め
に
血
液
検

査
は
必
要
と
考
え
、
当
院
で
は
入

院
中
に
実
施
を
し
て
い
ま
す
。
収

益
性
の
高
い
病
院
で
は
手
術
後
す

ぐ
に
退
院
さ
せ
、
外
来
で
検
査
を

行
い
、
異
常
が
あ
れ
ば
再
入
院
さ

せ
る
方
式
で
す
。
入
院
中
の
検
査

は
包
括
評
価
で
す
が
、
外
来
で
は

出
来
高
払
い
で
す
。

　

ま
た
当
院
で
は
、
ガ
ー
ゼ
カ
ウ

ン
ト
に
加
え
、
Ｘ
線
で
確
認
で
き

る
ガ
ー
ゼ
を
使
用
し
、
Ｘ
線
撮
影

で
術
後
の
ガ
ー
ゼ
遺
残
が
な
い
か

を
確
か
め
て
い
ま
す
。
ガ
ー
ゼ
残

存
は
決
し
て
ゼ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
安
全
を
最
大
限
保
障
す

る
に
は
こ
の
方
が
良
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア

手
術
は
若
手
医
師
が
担
当
す
る
こ

と
が
多
く
、
経
験
不
足
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
の
可
能
性
も
ゼ
ロ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
安
全
性

を
徹
底
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
を
早
期
退
院
さ
せ
、

万
一
腹
痛
が
出
れ
ば
翌
朝
外
来
で

採
血
し
て
し
ば
ら
く
待
た
せ
る
―

―
患
者
さ
ん
の
利
便
性
や
安
全

性
、
快
適
性
を
犠
牲
に
し
て
収
益

性
を
高
め
る
と
な
れ
ば
、
財
政
当

局
も
医
療
の
消
費
者
で
あ
る
患
者

さ
ん
も
含
め
て
、
そ
の
必
要
性
を

議
論
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

が
、
地
域
の
医
師
を
育
て
る
た
め

に
は
不
可
欠
で
す
。

　

さ
ら
に
臨
床
研
究
も
重
要
な
使

命
で
す
。
臨
床
研
究
に
係
る
収
入

は
年
間
１
億
円
程
度
で
す
が
支
出

も
多
く
、
現
状
で
は
収
益
を
生
む

部
門
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
研
究
・
開
発
に
関

す
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
研

究
意
欲
の
あ
る
優
秀
な
ベ
テ
ラ
ン

医
師
が
集
ま
り
、
病
院
全
体
の
質

が
高
ま
り
ま
す
。
研
修
医
の
教
育

レ
ベ
ル
も
向
上
し
ま
す
し
、
患
者

さ
ん
に
と
っ
て
も
新
し
い
治
療
選

択
肢
が
増
え
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
一
般
的
な
治
療
を

す
べ
て
試
し
て
も
効
果
が
な
い
が

ん
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
米
国
で

は
行
わ
れ
て
い
る
が
日
本
で
は
未

承
認
の
治
療
を
、
治
験
と
い
う
形

で
提
供
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
研
究
的
な
治
療

に
参
加
を
選
ぶ
患
者
さ
ん
も
お

り
、
満
足
度
の
向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

石
橋　

賃
金
改
善
を
目
指
し
た

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。

　

木
下　

厚
労
省
は
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
で
２
０
２
４
年
度
に
前

年
度
比
２
・
５
％
、
２
０
２
５
年

度
に
２
・
０
％
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
当

院
は
県
直
営
病
院
の
た
め
、
県
人

事
委
員
会
勧
告
に
従
い
ま
す
の
で

２
０
２
４
年
度
は
２
・
78
％
の
引

き
上
げ
で
し
た
。
さ
ら
に
今
年
度

は
３
・
62
％
程
度
の
引
き
上
げ
と

な
り
そ
う
で
す
。
加
え
て
当
院
は

若
い
職
員
が
多
く
、
勧
告
が
若
年

層
に
重
点
を
置
く
た
め
、
負
担
は

さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
だ
け
で
人
件
費
は
約
７
億

円
増
加
し
ま
し
た
が
、
評
価
料
収

入
は
２
億
円
程
度
で
、
差
し
引
き

５
億
円
の
マ
イ
ナ
ス
で
す
。
公
立

病
院
に
と
っ
て
評
価
料
で
は
対
応

し
き
れ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。石

橋　

職
種
を
限
定
し
た
の
も

問
題
で
、
私
ど
も
の
病
院
で
も
明

ら
か
に
不
足
で
す
。

2022年５月、県立姫路循環器病
センター（330床）と製鉄記念広
畑病院（392床）が統合してでき
た736床の姫路・西播磨地域で最
大規模の病院。33の診療科、16
室の手術室、最新の医療設備を
持ち、高度専門医療、救命救急
医療を担うとともに、医療人材
の育成に力を入れている

兵庫県立はりま姫路総合医療
センター（愛称：はり姫）

お問い合わせは共済部「保険医年金」担当（☎078－393－1805)まで

　「年金融資」は、「保険医年金」ご加入中の方が資金ご入用の場合
に、「保険医年金」の加入を継続したまま融資を受けられる、兵庫県医
療信用組合との提携融資制度です。ぜひ、ご利用ください。

「保険医年金」ご加入の皆さまへ ――

「年金融資」をご利用ください
〈貸付金利〉

返済期間
１年～５年以内 年1.20％

５年超～７年以内 年1.25％

　※最高1,000万円まで（ただし年金積立金限度）
　　毎週木曜申込締切、翌週金曜実行

〒650-0026　神戸市中央区古湊通１丁目２番（ISRビル）
（業務案内）TEL 0120-366-761

アウトソーシング サポートISR

信頼・向上 そして社会貢献

社会保険労務士

I S R梨本
合同会社（LLC法人）

ISRパーソネル
株式会社

アイ・エス・アール
働き方改革策定
労働条件・ハラスメント

副業推進支援
人材紹介・リーダー育成

データセンター ISR
レセプト管理・情報デザイン

労働保険事務組合　経営者会議
概算確定・労災特別加入

ISR e-Sports
シニア躍動・企業健康経営

ISRサテライトオフィス
リモートワーク・ウェブ会議

ISRグループ 検索
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STOP!命を奪う政治命を奪う政治　オール近畿アクション2025オール近畿アクション2025

2025年11月1日（土）15：00～
大阪・難波御堂筋ホール b2ホール

 〒542-0076 大阪市中央区難波4-2-1 難波御堂筋ビルディング

「若い人たちと共に考える社会保障」
講師：佛教大学准教授　長友 薫輝氏

薬の保険外し、病院がなくなる…

長友ゼミナール特別企画

Ｊ
Ｒ
難
波
駅

● Osaka Metro御堂筋線「なんば」駅
・中改札から徒歩1分。
　13号出口直結。
● JR、南海、近鉄、阪神で難波駅にお越
しの場合も地下街を通って、13号出
口をご利用ください。

● 参加お申込みは、☎078－393－1807、
　もしくは上記二次元コードから

最新情報を随時ホームページに
アップしていきます
近畿総決起

ぜひご参加
ください

医療・社会保障
改善求めて
集まろう

地域医療の最前線から―――
特 別

インタビュ
ー 厳しい経営環境、厳しい経営環境、

（
６
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

石
橋　

専
門
家
の
中
に
は
「
な

ぜ
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
し
な
か
っ

た
の
か
」
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま

す
。木

下　

当
院
は
、
２
０
１
５
年

頃
に
策
定
さ
れ
た
基
本
計
画
に
基

づ
い
て
誕
生
し
ま
し
た
。
製
鉄
記

念
広
畑
病
院
と
県
立
姫
路
循
環
器

病
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
、
大
型
病

院
を
つ
く
る
べ
き
だ
と
さ
れ
た
背

景
に
は
、
西
播
磨
・
中
播
磨
地
域

の
深
刻
な
医
師
不
足
が
あ
り
ま
し

た
。
人
口
当
た
り
の
医
師
数
は
島

根
県
の
隠
岐
の
島
と
同
程
度
に
少

な
く
、
救
急
搬
送
の
「
搬
送
困
難

例
」
も
県
内
で
最
多
で
し
た
。

　

そ
の
原
因
を
探
る
と
、
当
地
域

の
進
学
校
か
ら
年
間
１
０
０
人
以

上
の
学
生
が
医
学
部
に
進
学
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
多

く
が
地
元
に
戻
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
理
由
を
聞
き
取
る
と
、

「
専
門
医
を
育
て
る
医
療
機
関
が

地
域
に
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
大
学
病
院
の
よ
う
に

医
師
を
育
成
で
き
る
規
模
と
人
材

を
有
す
る
病
院
を
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
の
で
す
。

大
学
病
院
は
通
常
６
０
０
床
以
上

の
病
床
を
有
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
「
救
命
救
急
を
重
視
し
、
あ
ら

ゆ
る
救
急
患
者
に
も
対
応
で
き
る

体
制
」
を
整
え
る
に
は
全
診
療
科

が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。
形
成
外
科
の
よ
う
に
整

備
が
難
し
い
診
療
科
も
、
断
指
や

神
経
損
傷
の
再
接
着
術
に
不
可
欠

で
す
。
結
果
と
し
て
７
０
０
床
以

上
の
大
規
模
病
院
が
必
要
と
判
断

さ
れ
、
現
在
の
規
模
と
な
り
ま
し

た
。
当
初
の
目
的
を
忘
れ
、
事
後

的
に
経
営
面
だ
け
を
見
て
縮
小
を

議
論
す
る
の
は
乱
暴
で
す
。

　

仮
に
今
、
私
ど
も
の
病
院
の
稼

働
率
が
低
け
れ
ば
縮
小
を
検
討
す

る
余
地
も
あ
り
ま
す
が
、
は
り
ま

姫
路
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
７
月

の
病
床
稼
働
率
は
93
％
。
平
日
は

満
床
に
近
く
、
16
室
の
手
術
室
や

５
室
の
カ
テ
ー
テ
ル
室
も
ほ
ぼ
フ

ル
稼
働
で
す
。

　

病
院
機
能
の
大
部
分
が
フ
ル
稼

働
し
て
お
り
、
現
状
に
照
ら
せ
ば

ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
の
余
地
は
あ

り
ま
せ
ん
。

綱
島　

今
後
の
改
善
策
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

木
下　

私
は
、
土
曜
・
日
曜
の

医
療
提
供
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
住
民

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
多
様
化
し

て
お
り
、
土
日
に
仕
事
を
す
る
人

や
夜
間
勤
務
の
人
も
増
え
て
い
ま

す
。
神
戸
大
学
医
学
部
附
属
病
院

で
も
土
曜
や
祝
日
に
予
定
手
術
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
す
で
に
休
日
に
リ
ハ

ビ
リ
を
行
い
、
あ
る
い
は
家
族
と

一
緒
に
栄
養
士
の
食
事
指
導
を
受

け
、
自
宅
で
も
入
院
時
と
同
じ
食

事
を
再
現
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
薬
剤
師
に
よ
る
服
薬
指
導

も
休
日
に
家
族
同
伴
で
行
う
取
り

組
み
を
始
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
10

月
か
ら
は
、
外
来
患
者
さ
ん
向
け

に
土
曜
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
も
実
施
し

ま
す
。
こ
う
し
た
工
夫
で
、
休
日

の
稼
働
率
低
下
を
抑
え
、
地
域
住

民
に
と
っ
て
よ
り
使
い
や
す
い
体

制
を
整
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
短
期
的
に

見
る
と
必
ず
し
も
収
支
改
善
に
直

結
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
む
し
ろ
「
経
営
改
善
を
目
的

に
病
院
を
運
営
す
る
」
と
い
う
発

想
自
体
が
誤
り
、
主
客
転
倒
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

病
院
の
使
命
は
地
域
住
民
に
よ

り
良
い
医
療
を
提
供
し
、
利
用
し

や
す
い
存
在
に
な
る
こ
と
で
す
。

そ
の
結
果
と
し
て
黒
字
が
出
れ

ば
、
病
院
を
よ
く
利
用
い
た
だ
き

「
と
て
も
良
か
っ
た
」、
病
院
の

利
用
が
少
な
く
赤
字
な
ら
「
残
念

だ
っ
た
」「
改
善
が
必
要
だ
」
程

度
に
と
ど
め
、
経
営
は
目
的
で
は

な
く
良
い
医
療
提
供
の
後
か
ら
つ

い
て
く
る
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
土
日
に
外
来
診
療

を
実
施
す
れ
ば
診
療
報
酬
上
時
間

外
は
加
算
で
き
ず
、
休
日
手
当
の

支
出
も
増
え
る
た
め
短
期
的
な
収

支
は
悪
化
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
今
後
は
人
口
減
少
の
た
め
、

外
来
患
者
さ
ん
や
入
院
患
者
さ
ん

は
ど
ん
ど
ん
減
少
し
て
い
く
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
医

療
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
加
え
て
、
利

便
性
を
高
め
、
患
者
さ
ん
に
優
し

い
病
院
で
あ
り
続
け
れ
ば
、
結
果

と
し
て
地
域
か
ら
選
ば
れ
、
長
期

的
に
収
支
も
プ
ラ
ス
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

西
山　

政
府
は
医
療
機
関
の
経

営
効
率
化
の
た
め
、
医
療
Ｄ
Ｘ
を

進
め
て
い
ま
す
。
経
営
改
善
に
つ

な
が
る
で
し
ょ
う
か
。

木
下　

当
院
で
も
Ａ
Ｉ
問
診
や

胸
部
Ｘ
線
・
内
視
鏡
の
Ａ
Ｉ
読
影

を
導
入
し
、
電
子
カ
ル
テ
に
生
成

Ａ
Ｉ
文
書
作
成
シ
ス
テ
ム
を
組
み

込
む
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
時
間
外
労
働

は
減
っ
て
い
ま
せ
ん
。
Ｄ
Ｘ
は
魔

法
の
杖
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
定

研
修
を
受
け
た
看
護
師
の
活
用
な

ど
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
も
行
っ
て
い

ま
す
が
、
限
界
が
あ
り
ま
す
。

西
山　

こ
う
し
た
実
情
を
改
善

す
る
に
は
、
医
療
費
そ
の
も
の
を

抜
本
的
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

木
下　

た
だ
し
、
国
に
は
財
源

問
題
が
あ
り
ま
す
。
国
民
は
「
世

界
最
高
水
準
の
医
療
を
、
公
的
保

険
制
度
で
無
制
限
に
享
受
で
き

る
」
と
信
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し

現
状
の
分
配
方
法
で
は
現
在
の
レ

ベ
ル
は
維
持
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

こ
と
を
地
域
住
民
や
国
民
に
理
解

し
て
も
ら
い
、
医
療
費
や
防
衛

費
、
教
育
費
な
ど
国
の
予
算
に
つ

い
て
は
国
民
的
な
議
論
が
不
可
欠

で
す
。

西
山　

確
か
に
そ
の
通
り
で

す
。
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
て
望

む
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

木
下　

２
０
２
６
年
度
の
診
療

報
酬
改
定
で
最
も
期
待
す
る
の

は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
特
定
病
院
群
の
評
価

改
善
で
す
。
現
在
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
で
最

も
評
価
が
高
い
の
は
大
学
病
院
、

次
が
特
定
病
院
群
で
す
。
当
院
も

そ
の
一
つ
で
、
手
術
数
や
医
療
投

下
量
は
大
学
医
学
部
附
属
病
院
と

同
水
準
で
す
。
Ｅ
難
度
の
手
術
や

10
万
点
以
上
の
高
額
手
術
も
同
程

度
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
機
能
は

大
学
病
院
並
み
で
あ
る
た
め
、
評

価
も
同
等
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
病

院
当
事
者
以
外
か
ら
の
要
望
も
有

効
だ
と
思
い
ま
す
。

ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
は
必
要
か

　
　
　

―
高
稼
働
の
７
０
０
床
体
制

診
療
報
酬
改
定
に
向
け
て

医
療
を
守
る
国
民
的
議
論
を

西
山　

私
た
ち
の
要
望
に
取
り

入
れ
て
、
実
現
を
目
指
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
診
療
報
酬
改
定
に
向

け
、「
地
域
医
療
を
守
る
た
め
、

緊
急
財
政
措
置
と
診
療
報
酬
の
大

幅
引
き
上
げ
を
求
め
る
署
名
」
を

集
め
る
予
定
で
す
。
県
内
医
師
の

半
数
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。木

下　

ご
意
見
に
は
賛
同
し
ま

す
。西

山　

本
日
は
お
忙
し
い
中
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

西
山
裕
康
理
事
長

綱
島
武
彦
評
議
員

石
橋
寛
之
理
事

聞き手

協会の取り組む

「緊急財政措置と診療報酬の
 大幅引き上げを求める」
医師・歯科医師署名にご協力ください医師・歯科医師署名にご協力ください

　協会では、2026年診療報酬改定に
向けて、医師・歯科医師署名に取り
組んでいます。
　長らく続く政府の低医療費政策に
加え、この間の物価高騰で、多くの
医療機関の経営が悪化しています。この現状を打開す
るために、ぜひ、ご協力をお願いします。
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第57回総会第57回総会
記 念 講 演記 念 講 演
よりより

大阪大学感染症総合教育研究拠点　准教授 香山　雅子先生講演

感染症に立ち向かうこれからの免疫学
－COVID-19で分かったこと、わからなかったこと－

　2019年末に出現したSARS-CoV-２
による世界的パンデミックは、社
会、医療体制の在り方など世界中の
人々の暮らしに大きな影響を与えた
が、一方でヒト免疫学の理解を飛躍
的に高めることにもなった。
　2020年以降、人類が初めて遭遇す
るウイルス、初めて実用化された
mRNAワクチンに対するヒト免疫応
答が世界規模で同時に解析されたか
らである。
　その中でわれわれが改めて認識し
たのは、記憶免疫の重要性であり、
ヒト免疫系の複雑性である。感染・
ワクチンで誘導される記憶免疫は感
染防御の基幹であることがヒトサン
プルの解析からも実証された。一方
で、動物実験とは異なり、ヒトでは
発症、重症度、副反応、後遺症の程
度も個体によって大きく異なること
も示された。
　コロナパンデミックを通して得ら
れた記憶免疫の知見、ワクチンの課
題を総括するとともに、今後の免疫
学研究の展望についても触れたい。

１）免疫記憶について
　感染防御において、中心的な役割
を担うのが獲得免疫の記憶応答であ
る。ウイルスなどの病原体に感染す
ると、この病原体に特異的なＢ細胞
が活性化され、中和抗体を産生する
プラズマ細胞に分化する。プラズマ
細胞の一部は骨髄で長期生存し、中
和抗体を供給し続ける。また、一部
のＢ細胞はメモリーＢ細胞として体
内に残存し、再感染時の迅速な抗体
産生を可能にする。ウイルスに感染
した細胞を直接破壊するCD8＋Ｔ細
胞や、抗体産生を助けるCD4＋Ｔ細
胞も記憶Ｔ細胞として長期間体内に
残り、次の感染に対して即時応答を
可能にする。
　COVID-19のパンデミックでは、
獲得免疫の質と持続性が、感染防御
や重症化予防において重要であるこ
とも明らかになった。記憶免疫の質
とは、単に記憶細胞の数のことでは
なく、これらの細胞が機能的につま
り異物に対して迅速かつ強力に反応
できるかどうかを意味する。
　感染やワクチン接種によって誘導

される記憶Ｂ細胞の持つ抗体分子が
ウイルス抗原に対して十分な親和性
を持つか、あるいは変異ウイルス抗
原にも交差反応性を示すかどうか
が、再感染時の病原体排除の鍵とな
る。また記憶Ｔ細胞のサイトカイン
産生能や細胞傷害活性能も重要な要
素の一つである。免疫記憶の持続性
も重要である。
　感染、ワクチン接種後のウイルス
特異的抗体価、記憶Ｔ、Ｂ細胞数の
変化をlongitudinalに解析した研究結
果から、特異的抗体は数カ月で減少
するのに対し、SARS-CoV-２特異的
記憶Ｔ細胞は一定数維持されること
が明らかとなった。抗体価が減少し
てもＴ細胞応答が比較的安定に維持
されている場合は、重症化を防ぐ防
波堤として機能していると考えられ
ている。
　また、自然感染によって獲得され
た免疫記憶と、ワクチンによる免疫
記憶を併せ持ついわゆるハイブリッ
ド免疫は、より持続性と幅広さに優
れていることが示唆されている。ハ
イブリッド免疫を持つ個体では、記
憶免疫細胞、抗体価が維持されやす
く、また抗体の交差反応性も優れて
いることが報告されている。
　一方で、COVID-19の流行を契機
に、自然免疫にも「記憶」に相当す
る現象が存在することが注目され
た。 これは訓練免疫（trained 
immunity）と呼ばれる現象で、自然
免疫に関与する単球・マクロファー
ジ・NK細胞などの細胞において、
初回の病原体刺激によりエピジェネ
ティックおよび代謝的な変化が起こ
り、以降の感染に対して強化された
応答を示すというものである。
　獲得免疫のような抗原特異性は持
たないが、異なる病原体に対しても
交差的な防御効果を持つ点で、非特
異的な“自然免疫の記憶”として機
能すると理解されている。この現象
は病原体非特異的な感染防御の強化
を実現する新たな免疫制御機構とし
て注目されているが、訓練免疫の過
剰活性化はサイトカインストームの
ような病的炎症を引き起こすリスク
を伴う。
　訓練免疫の誘導・維持・制御に関

しては不明な点が多く残されてお
り、今後詳細な解析が必要である。

２）mRNAワクチン
　COVID-19パンデミックを通じ
て、mRNAワクチンの有効性・迅速
性・柔軟性が実証された。
　mRNAワクチンは、標的抗原をコ
ードするmRNAを細胞内に導入し、
抗原が細胞内で合成されることで、
自然免疫と獲得免疫を同時に活性化
する。抗体応答とＴ細胞応答の両方
を強力に誘導できるという利点を持
ち、感染予防・重症化抑制において
高い有効性を発揮した。
　また、mRNA配列を迅速に変更で
きるという柔軟性から、ウイルス情
報が得られたら短期間で変異株への
対応が可能である点も、従来のワク
チン技術にはない特長である。
　ただしSARS-CoV-２はスパイク蛋
白の抗原性が変異によって容易に変
化し、既存の抗体では中和できない
“免疫逃避”変異を繰り返す。こう
した個別の変異に追随するワクチン
戦略には限界があるため、抗原の保
存領域（変異しにくい部分）を標的
とし、ウイルスの変異にも対応し免
疫を誘導できるユニバーサルワクチ
ン開発が期待されている。

３）免疫応答の個体差
　COVID-19では、免疫応答におけ
る個体差の重大性が浮き彫りになっ
た。感染しても無症状な人もいれ
ば、若年健常者でも急速に重症化す
る例も存在した。また、mRNAワク
チン接種後の副反応の強さや持続期
間の違いにも大きな個体差があり、

実験動物とは違うヒト免疫系の複雑
性が再認識された。
　さらに注目されるのが、いわゆる
コロナ後遺症（Long COVID）であ
る。これは感染後数カ月以上にわた
り続く倦怠感、呼吸苦、認知障害な
どの症状を指すものであり、やはり
その発症にも個体差が認められてい
る。
　コロナ後遺症の免疫学的要因とし
て、ウイルスの残存説、ウイルス感
染をきっかけに自己免疫応答が誘導
されている可能性、持続的なサイト
カインの産生といった免疫系の慢性
的な活性化、腸内細菌叢の異常など
が言われており、どれか一つが単独
で原因になっているというよりも、
複数の要素が重なっていると考えら
れている。
　今後コロナ後遺症動物モデルでの
詳細なメカニズム解析、治療法開発
が求められる。またヒトでの発症、
重症度、後遺症と相関する因子、予
測可能な因子を同定し、治療やワク
チン開発に生かしていくことが重要
な課題である。

　以上のように、COVID-19はヒト
免疫学の理解を飛躍的に進展させた
と同時に、多くの未解決問題が残さ
れた。 記憶免疫の多様性解明、
mRNA技術のさらなる発展、そして
個体差を前提とした免疫医療の構築
は、今後の感染症対応だけでなく、
自己免疫疾患、がん、老化など幅広
い医学領域へ貢献することが期待さ
れる。
（６月15日、第57回総会記念講演よ
り）

図　ワクチンで誘導される抗体応答の３つの重要な要素
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もっと便利な積立保険

※労務トラブルに関する保険もお問い合わせください！

加入者数5万人、
積立金総額1兆3千億円

選
ん
で

  

よ
か
っ
た
！

あっちこっちで
保険に入ったから
整理がつかない

協会の共済は
ご加入内容をまとめて管理。
ワンストップサービスを

提供します。

非営利だから
コスパが秀逸

☎ 078-393-1805お問合わせは共済部まで協会の共済制度でドクターもスタッフも安心

協 会の 共済制度
ドクターに最適を提供します

天災や水漏れによる休業損害も安心

しっかり増やす貯蓄型保険

介護保険Sasa*L (ササエル)
保険料が断然安い

秋の共済募集 好評受付中！秋の共済募集 好評受付中！
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兵庫県保険医協会

これからの研究会・行事のご案内これからの研究会・行事のご案内

九条の会・兵庫県医師の会　講演会
テーマ  平和憲法と暮らしの危機の新段階
日 時   11月22日（土） 午後４時～
会 場 兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   学習院大学法務研究科教授 青井 未帆先生

その他 研究会・セミナー
薬科部　研究会
テーマ  関節リウマチ診療に潜むクリニカルイナーシャ

－その実際と対策－
日 時   11月8日（土） 午後4時～
会 場 兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   神戸大学医学部附属病院膠原病リウマチ内科

診療科長・リウマチセンター長 三枝 淳先生
参加費   1,000円（会員無料）

難関中学、医学部・歯学部　受験対策セミナー
テーマ 来年度入試の動向と各学年の対策
日 時   11月9日（日） 午後1時～
会 場 兵庫県保険医協会6階会議室
講 師   医学部受験MEP講師陣

①中学受験　2026年度入試対策と非認知スキルの向上策
②医学部受験　2026年度入試概要と定員削減時代の学習法
③個別相談

今後の研究会・行事予定

歯科の行事
歯科定例研究会
テーマ  世界最先端の歯髄保存
日 時  11月9日（日） 午後2時～
会 場   兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   東京都・岡口歯科クリニック 岡口 守雄先生

第626回診療内容向上研究会

浮腫のみかた
～Key Wordを手がかりに～
日 時  10月11日（土）　午後4時30分～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室
講 師   大船中央病院 教育研修部部長 須藤 博先生

※  講師来場でのご講演です。
来場定員   50人

※  現地参加は必ず事前にお申し込みください。
お申し込み後のキャンセルも、ご連絡をお願いいたします。

浮腫は日常診療でも、しばしば見かけるコモンな徴候であり、その原因は
多岐にわたる。本講演では、浮腫についての鑑別診断の考え方を、下記の
ような形式で実際の症例の画像・動画を豊富に提示しながら解説する予定
である。
・ 全身性浮腫あるいは両側性に見られる浮腫は主として、心疾患（心不
全）、肝疾患（肝硬変）、腎疾患（慢性腎臓病、ネフローゼ症候群）、糖尿
病（尿蛋白と伴う腎症）、内分泌疾患（甲状腺機能低下症）である。
・ 局所性あるいは片側性浮腫は、原則として片側の上肢あるいは下肢に限
局した浮腫である。原因は病変の中枢側に血流障害（静脈うっ滞）やリ
ンパ管障害など。
上記以外にも一般臨床で遭遇する可能性がある特殊な浮腫についてもいく
つか言及する予定である。 【須藤 記】

申し込み 右のURLまたは二次元コードからお申し込みください。
案内メールが送付されます。

https://x.gd/6OfF2 078-393-1820FAX

来場参加Zoom視聴のお申し込み

10
月
の
診
内
研

「第627回」
テーマ  いつものアノ病気、アノ状態、

“在宅で診るときならでは”のコツ
日 時  11月22日（土） 午後5時～
会 場 兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   医療法人滋賀家庭医療学センター 弓削メディ

カルクリニック本部長 中村 琢弥先生

診療内容向上研究会

午前　 保険診療と保険請求の要点、レセプト審査の概要、
新規個別指導対策

午後　新規開業に必要な税務の知識、開業時の労務

新規開業医研究会
テーマ  保険請求・レセプト審査、新規個別指導、税務・労務の基礎知識
日 時   11月30日（日） 午前10時～午後４時
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
費 用   5,000円（昼食・資料代含む）

「淡路支部」ミニ勉強会
テーマ  日常診療について最近の話題（仮）
日 時   10月14日（火） 午後8時10分～
会 場（リモートミーティング）
講 師 洲本市 高田 裕先生

「尼崎支部」医療安全管理対策研修会
テーマ  Withコロナ時代の外来における感染対策

アップデート
日 時   10月18日（土） 午後2時30分～
会 場  尼崎商工会議支所５階501会議室

「西宮・芦屋支部」第45回支部総会市民公開講演
テーマ  災害時にも安心できるトイレ環境づくり

－トイレで困る人を減らすために－
日 時  10月18日（土） 午後2時30分～
会 場  西宮市プレラホール
講 師   日本トイレ研究所代表理事 加藤 篤氏

「神戸支部」第46回支部総会記念企画
テーマ  依存症と共に生きる
日 時   10月18日（土） 午後3時～
会 場 兵庫県農業会館大ホール ※会場が変更になりました
講 師   山口 達也氏

にじハートクリニック 大谷夏実先生
対 象  会員・会員医療機関職員　定 員   400人

「明石支部」第12回日帰りバスツアー
テーマ  大塚国際美術館をゆったり鑑賞＆

『吹き戻し』製作体験
日 時   10月19日（日） 午前8時50分集合
集合場所  グリーンヒルホテル明石前
費 用   1人13,000円

（昼食代・吹き戻し製作体験・美術館入館料込）
定 員   25人

「北阪神支部」第40回支部総会記念講演
テーマ  いつまでもいきいき元気に！

－健康寿命を延ばす簡単筋トレ法－
日 時  10月25日（土） 午後3時15分～
会 場  東リ いたみホール6階中ホール
講 師   順天堂大学スポーツ健康科学部教授 谷本 道哉先生

無 料

県下各地の行事
「北摂・丹波支部」第37回支部総会・記念講演
テーマ  健常者への嚥下障害予防トレーニング
日 時   10月11日（土） 午後6時～

（総会議事午後5時30分～）
会 場  三田市キッピーモール6階講座室
講 師   神鋼記念病院耳鼻咽喉科科長 浦長瀬 昌宏先生

講 師   兵庫県立尼崎総合医療センター・感染管理認定看護師
大迫 ひとみ氏

定 員   40人　費 用  1,000円（受講証発行）

医院経営研究会 第455回例会

個人診療所の承継・閉院の税務・労務
～その後の相続も見据えて～
日 時  10月25日（土）　午後2時30分～5時
会 場  兵庫県保険医協会 6階会議室（オンライン併用）
講 師 協会税務講師団 松田 力税理士・社会保険労務士
参加費  3,000円（医経研会員は無料）

入会随時受付

申し込み
URLまたは二次元コードからお申し込みください。

https://tinyurl.com/ymrxu24e

078-393-1820FAX来場参加

Zoom視聴のお申し込み

医科勤務医のための開業実現セミナー

理想を実現する新規開業
日 時  11月15日(土)　午後2時30分～5時
会 場  兵庫県保険医協会 6階会議室
参加費  会員2,000円　会員外6,000円 ※当日入会の場合は2,000円
第１部「開業構想から開業地選定、設計・建築、機器など」

グリーンホスピタルサプライ株式会社

第２部「最近の開業費用の動向と資金調達」 但馬銀行 地域戦略営業部

第３部「私の開業体験～開業医の診療と経営の実際」
 中央区 武富整形外科 院長 武富 雅則先生

078-393-1802FAX

兵庫県保険医協会 事務局 ☎078-393-1817 楠まで
お問い合わせは

お申し込み

医科
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兵庫県保険医協会
申し込み方法が明記されていない場合、メールの件名を研究会名にし、本文に①医療機関名②お名前③電話番
号－を記載の上、研究会前日までにhyogo-hok@doc-net.or.jpへ送信してください。案内メールを返信します。

Zoom視聴可能な行事の申し込み方法（協会会員のみ）

兵庫県保険医協会
お問い合わせは 078－393－1801
http://www.hhk.jp

☎
兵庫県保険医協会 検索

これからの研究会・行事のご案内

お申し込み・お問い合わせは

ysng@doc-net.or.jpE-mail078-393-1809☎

歯周組織再生療法を成功に
導くために
日 時  10月5日（日）　午後2時～5時
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
講 師   尼崎市・石川齒科醫院 石川 亮先生

無 料

会 員
歯科定例研究会

薬科部研究会

糖尿病と食事療法
日 時  10月4日（土）　午後4時～6時
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師 神戸市立医療センター中央市民病院 栄養管理部副部長 岩本 昌子氏
参加費  1,000円

無 料

会 員

申し込み https://x.gd/qh6d4

078-393-1820FAX

Zoom視聴のお申し込み

来場参加

URLまたは二次元コードからお申し込みください。

歯科施設基準研究会～「歯初診」「外安全」
「外感染」「口管強」「歯援診」「歯援病」～

日 時  11月30日（日）　午後2時～5時30分
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
講 師 ときわ病院 歯科口腔外科部長 足立 了平先生
定 員  80人　　参加費   1,000円（受講証当日発行します）
対 象  歯科医師、会員医療機関スタッフ

第1部「歯初診」「外安全」「外感染」

第2部「口管強」「歯援診」「歯援病」施設基準対応研修
テーマ

兵庫県保険医協会歯科部会

お申し込み 078-393-1802FAX

「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会 市民学習会

ヤングケアラーの現実と社会の壁
そして歯科医療
日 時  11月3日（月・祝）　午後2時～4時30分（開場1時30分）
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
講 師   大阪公立大学 大学院現代システム科学研究科 

現代システム科学専攻 教授 濱島 淑惠先生
定 員  80人（先着順・事前申込制）
◆歯科分野の話題提供◆
「『歯科酷書』から考える〝人権としての歯科医療〞」
尼崎医療生活協同組合生協歯科 当連絡会共同代表 冨澤 洪基氏

申し込み URLまたは二次元コードからお申し込みください。

https://x.gd/g3cja

Zoom視聴のお申し込み

078-393-1820FAX来場参加 ysng@doc-net.or.jpE-mail

11月2日日曜まで

無 料

今回は、祖父母や病気の親兄弟など、家族の介護を担う子どもたち・ヤ
ングケアラーに対し、この問題が社会的に共有される前から研究を重ねて
こられた濱島先生に、ヤングケアラーが抱える困難とそれを規定する要因
の分析、解決のための制度や施策の在り方についてお話しいただきます。
また歯科医療現場からの報告として、大勢としては虫歯が減っているもの
の、貧困家庭の児童・生徒を中心に「口腔崩壊」が散見される現状を全
日本民医連『歯科酷書』からご紹介し、格差拡大と医療供給について、
意見交換ができれば…とも考えています。ご参加をお待ちしております。

歯科勤務医のための開業実現セミナー

理想の歯科医療を実現する新規開業
日 時  10月5日(日)　午前10時～正午
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
参加費  会員2,000円　会員外6,000円 ※当日入会の場合は2,000円
第１部（10時～）　私の開業体験 開業医の診療と経営の実際

ヨット歯科医院（明石市） 院長 山本 雄介先生
第２部（11時～）　開業コンセプトの策定と開業地選定のポイント
 エニータイム ヘルスケア コンサルティング（株）
 マネージャー 細羽 雄太氏

078-393-1802FAX

兵庫県保険医協会歯科部 ☎078-393-1809 吉永まで
お問い合わせは

お申し込み

閉院・承継のお悩みをワンストップで支援!!

10時30分～
11時45分　 第1部：承継 エニータイムヘルスケアコンサルティング（株）

楳北 真也氏

11時50分～
12時30分　 第2部：閉院 R&Tメディカル（株） 杉谷 孝史氏

閉院・第三者承継セミナー
日 時  11月2日（日）　午前10時30分～12時30分
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
定 員  30人※応募先着順

無 料

078-393-1817 078-393-1802FAX☎お申し込み・　
お問い合わせは

歯科

文化部　京都四条南座に行ってみよう！観劇ツアー

南座錦秋公演

上方喜劇まつり
藤山直美 主演

日 時  11月2日（日）　午前11時開演
演 目   一姫二太郎三かぼちゃ 

お祭り提灯
出 演   藤山 直美　他
定 員  40人
参加費 一等席お1人13,000円

◆協会会員特典◆ 
　（参加費に含まれるもの）
① 観劇料割引（一等席通常13,000円を
会員特別価格10,000円で）
② 「なだ万」の季節のお弁当＋お茶付き

お申し込み・お問い合わせは協会文化部・吉永まで

ysng@doc-net.or.jpE-mail078-393-1809☎

締め切りました
満員御礼⎬


